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→
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
る
伊
津
野
院
長 

中中
央央
病病
院院

nn
ee
ww
ss

緊
張

務
を

よ
う

た
。 ま

優
良

は
、

隊
員

と
し

が
で

こ
と
で
身
近
に
感
じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
白
岡
町
消

防
署
は
基
よ
り
近
郊
の
救
急
隊
と
の
更
な
る
連
携
体
制
強
化

の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。 

 

前
後
い
た
し
ま
す
が
、
表
彰
式
当
日
の
病
院
職
員
朝
礼
に

お
い
て
、「
こ
の
度
の
表
彰
は
、
医
師
・
看
護
師
他
、
全
職
員

の
功
績
で
あ
る
」
と
の
話
が
院
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
病
院
全
体
と
し
て
、
地
域
医
療
・
予
防
を
実

践
す
る
に
当
た
り
、
「
安
全
で
確
実
な
わ
か
り
や
す
い
医
療
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
職
員
一
丸
と
な
り
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。 

 
 
 
 

事
務
長 
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診診診   
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おおお   
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対
象
者 

 

白
岡
町
在
住
の
40
歳
以
上
（
昭
和
40
年
4
月
１
日
以

前
生

れ
）
の
方 

ま

健
診
料 

 

５00
円 

検
査
内
容 

免
疫
学
的
便
潜
血
反
応
（
２
回
法
） 

※ 
実
施
日
時
・
申
込
方
法
は
基
本
健
康
診
査
と
同
じ
。 
市
の

防
本

あ
り隣
 

と
引
続
く
責

感
じ
て
い
た

に
伺
え
ま
し

た
救
急
医
療

団
体
の
部
で

隣
接
す
る
久
喜

久
喜
地
区
消

部
の
授
与
が

ま
し
た
。 

接
市
と
い
う 

教
育
研
修
、
救
急
救
命
士
就
業
前
研
修
等
の
医
療
機
関

て･
･･

」
と
の
紹
介
の
あ
と
に
表
彰
状
を
い
た
だ
く
こ
と

き
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
る
伊
津
野
院
長
の
横
顔
は
、 

『
救
急
の
日
』
の
前
日
で
あ
る
９
月
８
日
、
埼

玉
県
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
救
急
医

療
優
良
団
体
等
の
県
知
事
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

当
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
長
年
の
救
急
医 

療
体
制
な
ら
び
に
白
岡
町
消
防
署
へ
の
救
急 

発行責任者 伊津野 脩 
発行者 竹内 秀樹 

住住住   
対
象
者

実
施
日

健
診

申
込

検
査

※ 

心検
民民民   

基基基   

本本本   

健健健   

康康康   

診診診   

査査査   

ののの   

おおお   

知知知   

ららら   

せせせ 
 
 

白
岡
町
在
住
の
65
歳
以
上
（
昭
和
14
年
4
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）
の
方 

時 

平
成
16
年
10
月
1
日
〜
11
月
30
日
の
祝
祭
日
を
除

く
月
〜
金 

午
前
9
時
〜
12
時
・
午
後
2
時
〜
5
時 

料 
 

1000
円 

方
法 

当
院
健
康
管
理
課
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。
（
当
日
で

も
可
。
） 

内
容 

問
診
・
身
長
・
体
重
・
肥
満
度
・
血
圧
・
尿
検
査
（
糖･

蛋
白
・
潜
血
）･

診
察･

肝
機
能
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
／
Ｇ
Ｐ
Ｔ

／
γ
‐
Ｇ
Ｔ
Ｐ
）･

脂
質
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル･

中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）･

空
腹
時

血
糖
・
腎
機
能
（
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
） 

電
図
・
眼
底
検
査
・
貧
血
検
査
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ

査
は
医
師
の
判
断
に
よ
り
必
要
な
方
に
実
施
。 
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検に

 

の症あア

 

運
動
を
し
た
時
、
突
然
胸
（
の
ど
、
肩
、
上
腹
部

の
こ
と
も
あ
り
）
に
数
分
間
の
圧
迫
感
を
自
覚
し
た

ら
、
狭
心
症
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

心
臓
に
栄
養
を
送
る
血
管
（
冠
動
脈
）
の
ほ
ん
の

25
〜
50
％
ほ
ど
の
狭
窄
度
の
動
脈
硬
化
が
炎
症
を

起
こ
し
て
破
れ
、
血
栓
が
形
成
し
血
管
が
閉
塞
さ
れ

て
、
心
筋
梗
塞
に
な
る
ま
で
に
わ
ず
か
3
日
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
こ
れ
を
い
ち
早
く
と
ら
え
る
高

感
度
Ｃ
Ｐ
Ｒ
と
い
う
検
査
方
法
が
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
現
状
で
は
、
た
と
え
人
間
ド
ッ
ク
で
調

べ
て
も
直
径
2
〜
3.5
㎜
の
冠
動
脈
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
日
常
生
活
上

で
わ
ず
か
で
も
胸
と
そ
の
周
辺
に
痛
み
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
循
環
器
科
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
均
死
亡
率
が
約
３０
％
の
心
筋
梗
塞
を
予
防
す
る

め
に
は
、
狭
心
症
の
段
階
で
こ
れ
を
発
見
、
治
療

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
検
査
で
す
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
う
つ
る
薬

造
影
剤
）
を
使
い
心
臓
の
血
管
を
う
つ
し
出
す
冠

脈
造
影
検
査
が
確
実
に
診
断
を
下
せ
ま
す
。
し
か

、
約
0.1
%
の
確
率
で
脳
梗
塞
が
発
生
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
準
じ
た
、
心
血
流

ン
チ
と
い
う
検
査
や
、
心
電
図
を
と
り
つ
つ
運
動

荷
を
行
う
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
検
査
も
あ
り
ま
す
。 

冠
動
脈
が
痙
攣
す
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
る
、
血
管

縮
型
狭
心
症
（
異
型
狭
心
症
）
の
場
合
、
血
管
の

攣
を
防
止
す
る
内
服
薬
で
の
治
療
に
な
り
ま
す
。 

狭狭
心心
症症
のの
検検
査査
とと
治治
療療  

よのな護をす排床のンで増始多
 

理
念 『

安
全
で
確
実
な
わ
か
り
や
す
い
医
療
』 

 行
動

 

指
針

１
、 

私
達
は
、
理
解
と
同
意
の
も
と
に
安
全
で
確
実
な

を
提
供
し
ま
す
。 

医
療

２
、 

私
達
は
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と

が
け
ま
す
。 

を
心

３
、 

私
達
は
、
患
者
さ
ま
の
訴
え
や
要
望
に
応
え
る
よ

が
け
ま
す
。 

う
心

４
、 

私
達
は
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
優
し
い
言
葉
で
接
し
、

な
対
応
に
心
が
け
ま
す
。 

迅
速

５
、 

私
達
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
を
密
に
し
、

予
防
医
学
、
地
域
の
皆
様
の
健
康
管
理
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。 

査
し
た
結
果
、
動
脈
硬
化
が
高
度
な
ら
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル

よ
る
手
術
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
を
予
防
す
る
に
は
、
危
険
因
子

喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
を
避
け
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血

を
き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
。
心
筋
梗
塞
の
予
防
効
果
が

る
薬
剤
は
、
降
圧
剤
の
ア
ム
ロ
ジ
ピ
ン
と
β
ブ
ロ
ッ
カ
ー
、

ス
ピ
リ
ン
、
ス
タ
チ
ン
系
の
抗
高
脂
血
症
剤
が
あ
り
ま
す
。 

内
科 

吉
川 

英
俊 

へ

安
心
・
快
適
な
療
養
生
活
の
お
手
伝
い 

『
訪
問
看
護
』
ご
存
知
で
す
か
？

近
年
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
医
療
保
険
制
度
の
改
定
に

る
影
響
で
、
自
宅
で
療
養
生
活
を
送
る
高
齢
者
や
難
病
等

疾
病
や
障
害
を
持
っ
た
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
様

方
や
そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
、
医
師
の
指
示
の
も
と
に
看

師
や
理
学
療
法
士
な
ど
が
訪
問
し
、
安
心
し
て
療
養
生
活

送
れ
る
よ
う
、
専
門
知
識
を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

る
の
が
訪
問
看
護
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
病
状
観
察
や
療
養
指
導
、
清
潔
・
食
事
・

泄
と
い
っ
た
日
常
生
活
上
の
看
護
と
介
護
方
法
の
指
導
、

ず
れ
・
胃
瘻
・
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
・
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
等

管
理
お
よ
び
医
療
上
の
看
護
処
置
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

、
痴
呆
症
の
看
護
、
介
護
者
の
相
談
、
精
神
的
支
援
な
ど

す
。
ま
た
、
最
期
の
時
を
自
宅
で
迎
え
た
い
と
願
う
方
も

え
、
在
宅
で
の
看
取
り
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

退
院
時
に
は
、
ご
本
人
や
ご
家
族
が
、
病
状
や
こ
れ
か
ら

ま
る
療
養
生
活
に
対
し
て
、
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が

い
た
め
、
そ
の
不
安
が
軽
減
さ
れ
ス
ム
ー
ズ
に
在
宅
療
養 
連みで寝ら問

 

家提看のさ
 
たす（動し性シ負攣痙
移
行
で
き
る
よ
う
、
入
院
中
か
ら
医
師
や
病
棟
ス
タ
ッ
フ
と

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
す
で
に
療
養
生
活
が
長
い
方
の
中
に
は
、
様
々
な
悩

を
家
族
だ
け
で
抱
え
込
み
大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら
在
宅

過
ご
し
て
い
る
、
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
等
、
か
な
り
重
度
に
な
っ
て
か

相
談
さ
れ
る
方
が
多
く
、
予
防
的
な
観
点
か
ら
も
早
期
の
訪

看
護
介
入
が
望
ま
れ
ま
す
。 

私
た
ち
白
岡
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ご
本
人
・
ご

族
の
生
き
方
・
価
値
観
を
尊
重
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
信
頼
さ
れ
る
、
心
の
通
い
あ
う
訪
問

護
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
、
何
か
お
困
り

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

い
。   

白
岡
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

中
村 

由
美
子 


